＜第1部 基調講演・対談＞日本サッカーはW-CUPで何を学び何を継承していくのか : 5名の代表監督を支えて（シンポジウム，スポーツレガシーシリーズ Vol.11 日本サッカーはW-CUPから何を学び何を継承していくのか，専修大学生田キャンパス10号館10301教室，2018年11月14日開催） by 早川 直樹 et al.
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飯田　一部の基調講演を始めさせていただき
たいと思います。基調講演は早川直樹さんで
す。早川さんは、あまりメディアにクローズア
ップされることはありませんが、日本で唯一５
大会連続でワールドカップに帯同しており、あ
のピッチに立っています。代表チームは短い
期間での戦いです。コンディション、フィジカ
ル、そしてチームを作り上げていくそのプロセ
スの中で、約20年間この代表チームに帯同し
てやっているプロフェッショナル中のプロで
す。その早川さんからぜひお話を伺いたいと思
います。では、よろしくお願いします。
早川　５大会を少し振り返ることをご依頼い
ただいていますので、その話をさせていただき
たいと思います。ワールドカップに日本の代
表チームを率いて出た監督は6人いらっしゃっ
て、3人が日本人、3人が外国人です。私は初
出場したフランス大会は帯同しておらず、日韓
大会からチームに帯同しています。出場した1
大会おきにベスト16という結果を日本代表は
残していますが、FIFAランキングという国際
サッカー連盟のランキングでは、今だいたい日
本は50位ぐらいです。そうすると、例えば国
内のJリーグを考えると、この前にフロンター
レ川崎が優勝しましたが、世界で50番目とい
うとJリーグで例えればJ３とかJFLとか、そう
いうレベルになるんですね。そのレベルのチー
ムがランキング1位から20位ぐらいの相手と
戦っているということを考えると、グループス
テージを突破してベスト16に行くというのは、
日本代表チームはまずまずのいい結果を出し
ていると思います。
　監督像を振り返ってみますが、私が初めて
代表チームで一緒にやったのがフィリップ・ト
ルシエ監督でした。会場の皆さんは、もしかし
てまだ生まれていないかもしれないです。私も
初めての代表チームへの帯同の経験でしたの
で、代表チームがどうやってワールドカップに
向かっていくのかということが、まだまだ未知
数の中で仕事をしていました。そんな中で、彼
は前回大会のフランス大会に南アフリカの監
督として出ていましたので、当時、彼のワール
ドカップに向かう準備というのがすごく新鮮
に映って、それが今の自分のベースになってい
ると思っています。組織を非常に重視する監
督で、レギュラーを固定せずにチームの中で競
争させるというのが非常に上手な監督でした。
少しヒステリックなところやエキセントリック
なところがあって、スタッフや選手との衝突も
あったのですが、ベスト16という結果を残しま
した。時間が経てばその良さがわかる、という
感じがします。トレーニングは量を重視すると
いうよりは、僕からするとこんな練習量で大丈
夫かなと思うぐらいの練習量でした。質を非常
に重視して、チームでやるミーティングを重視
するような監督でした。
　次にジーコさんですが、トルシエさんとは
180度変わって、選手として大スターでした
が、監督経験をされずに日本代表チームの監
督になられています。鹿島で4年間プレーを
されていたので、日本人の選手の特徴をよく知
っていて、日本人の良いところも足りないとこ
ろもよく知っている監督でした。トレーニング
は非常にオーソドックスで、割と量をしっかり
やられる監督で、ミーティング重視というより
は、練習でものを落とし込むというタイプの監
督でした。この時のドイツ大会は、残念ながら
予選リーグで敗退しました。
　その後、有名なユーゴスラビア出身のイビ
チャ・オシムさんが監督になりました。選手
としても指導者としても有名な方で、物凄いカ
リスマ性がありました。ジーコさんは選手とし
てのカリスマ性が高かったのですが、オシムさ
んは指導者としてのカリスマ性が非常に高か
った方です。ジーコさんがレギュラーを固定
したのに比べて、トルシエさんと同じようにレ
ギュラーを固定せず試合の本当に直前まで誰
が出るかわからないというチーム作りをされ
ていました。ミーティングについてはジーコさ
んと同じで、ほぼミーティングはしませんでし
た。相手チームの試合をちょっと見るぐらいは
しますが、自分たちのチームの戦術は殆どピッ
チで落とし込まれていました。あまりにも有名
なオシム語録といういろいろな言葉が残って
いますが、ここで一つ一つ話すと時間がなくな
ってしまうので割愛します。そして志半ばで、
就任して1年目で病気で倒れられましたので、
代表チームとしての成果というのはアジアカ
ップの1大会になります。
第１部
基調講演・対談
日本サッカーはW-CUPで何を学び
何を継承していくのか
－5名の代表監督を支えて－
基調講演：早川 直樹（サッカー日本代表コンディショニングコーチ）
対談　　：早川 直樹、北澤 豪（元サッカー日本代表、サッカー解説者）
司会　　：山本 浩（元NHKエクゼクティブアナウンサー・解説委員、法政大学教授）
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予想もしなかったオシムさんの病気の後を受
けて監督になられたのが、初出場したフランス
大会の時の監督であった岡田武史さんです。
岡田さんがフランスワールドカップ当時監督
に就任したのは41歳で、本当に若くして代表
チームの監督になられたのがわかると思いま
す。岡田さんもジーコさんと同じように、ワー
ルドカップで監督をやるまで監督経験がほぼ
ありませんでした。コーチの経験もない中で監
督をされました。フランス大会は日本が初めて
出て、グループステージを突破できませんでし
たが、オシムさんの後を引き継いで南アフリカ
ワールドカップに出た時には、前評判を覆して
グループステージを突破し、ベスト16まで進
むことができました。日本語が直接通じるとい
うこともあるんですが、ものすごく理論があっ
て、そして情熱もあって、選手やスタッフと対
話を大事にされる監督でした。割とレギュラー
を固定する方で、トレーニングはトルシエさん
と同じように量よりも質。岡田さんのときも意
外に練習が少ないという印象がありました。そ
して理論型ということで、チームミーティング
を非常に重視していました。代表チームの短
い活動の中で、チームの戦術を落とし込むの
を、チームミーティングを非常に上手く使って
やられていたという記憶があります。
　その次の大会では、イタリア人のザッケロー
ニさんが監督になりました。この方は代表チ
ームの監督経験は全くなく、選手としても大き
な実績は残されていません。ただ指導者にな
ってから、イタリアの超有名なビッグクラブを
３つ指揮したという経験があり、これはイタリ
ア人でもなかなかない経歴だそうです。大変
な親日派で、六本木や渋谷あたりを一人でブ
ラブラ散歩して、全く知らない日本人の結婚式
に飛び入りしてメッセージを出すなど、そんな
ことまでやるぐらい日本に馴染まれていた方
です。この方は非常に戦術家で、サッカーに
詳しい人はわかるかもしれませんが、３－４－
３というシステムで日本を強くしたいという思
いが非常に強かったのですが、なかなかこのシ
ステムが日本の選手にマッチせず、かなり悩ま
れていたような記憶があります。2010年の大
会でグループステージ突破して、ベスト16に
進んだその時の若い選手たちがこのチームに
はたくさんいたので、レベルが非常に高いと言
われていて、選手たちも自分たちは優勝を目指
すんだというかなり大きな目標を掲げていた
のですが、始まってみると全く力が出せずに、
非常に残念な結果となりました。
　そして、その残念な結果の後を引き継いだ
のが、メキシコ人のアギーレ監督です。この
方は、これまでの代表監督の中で一番ワール
ドカップ経験が豊富な方で、ご自身がメキシコ
代表として選手として２回、そして監督として
も２回ワールドカップに出られていました。ワ
ールドカップまでの準備というのを、これまで
の中で最も熟知された監督だったと思います。
ただ、八百長問題が出てきて、志半ばで途中解
任という形になりました。代表チームとしての
活動はアジアカップだけでした。
　そして、アギーレさんの解任の後を引き継い
で監督になったのがハリルホジッチさんで、こ
の方はもともとユーゴスラビア出身ですが、自
国の内戦等いろいろな問題があり、95年にフ
ランスの国籍を取得、フランス人として日本に
やってきました。この方は選手としても非常に
有名でしたが、前回大会のブラジル大会で、ア
フリカのアルジェリアというさほど強豪国で
ない国を率いてベスト16入りを果たしていま
した。選手としても人としてもたいへんな自信
家で、この看板を引っさげて、「私がワールド
カップまでの道筋を日本に教えてやるんだ」と
いうような強い意気込みで日本に乗り込んで
きました。スター選手は全く要らない、あくま
でチームはチームとして機能すべきという考
え方で、トレーニングやミーティングも非常に
しっかり沢山やられている監督でした。ワール
ドカップ直前になって、サッカー協会から契約
を切られてしまい、3年間の準備をしましたが、
結局ご自身は日本を率いてワールドカップに
出場することはできませんでした。
　そしてその後を引き継いだのが、当時技術
委員長として活動されていた西野さんで、西野
さんは代表チームとしてはアンダーカテゴリ
ーの監督をやられたり、96年のオリンピックの
監督として日本代表を率いています。これまで
の監督と最も違うところは、Jリーグの監督を
長年やられていて、通算勝利が270勝で歴代
一位。国内で非常に実績の高い方でした。西
基調講演：早川 直樹氏
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野さんは、ワールドカップの初戦まで実際に持
てた時間は24日間ぐらいで、休みとか移動と
か試合を除くと練習ができたのは20回弱とい
うことになります。トレーニングについては、こ
の間は非常にオーソドッックスなもので、特別
何か刺激を入れるとか、奇抜なことをやるとい
うことではなく、粛々と試合に向かってトレー
ニングを進めたという形になっています。ミー
ティングも割とノーマルな形でやられていま
した。西野さんが、たった20日間20回弱の練
習で、ベスト16進出という成果を出されたの
は、本当に凄いことだと側で見ていても思いま
す。ワールドカップまでの準備の80％～90％
はハリルホジッチさんがやられていました。西
野さんがやられたのは、ワールドカップまでの
練習の内容と、いつ選手を招集するかという２
点。あとはもちろん試合の戦術とかそういうと
ころはやられましたが、殆どハリルホジッチさ
んが決めた中で最後引き受けられ、素晴らしい
仕事をされたと思います。
　そして少し話は変わりますが、これが５大会
を通じて選手がどのように海外組と国内組で
変わってきたのかをまとめたものです（スライ
ド１）。1998年のFIFAのレギュレーションは、
登録が22名でした。もちろん海外組は0、国
内組が22。日韓大会からはレギュレーション
で23名になっています。少しずつ海外組が増
えていって、海外組と国内組の差がいろいろ
あって大変だと言われていましたが、実際に本
当に海外組が多くなったのはブラジル大会か
らで、12名が海外組。今回のロシア大会では
15名の選手が海外組になっています。そして
初戦の先発で比べてみますが、ブラジル大会
では先発９名が海外組、今回のロシア大会で
は10名が海外組でした。海外組と国内組のコ
ンディションの違いを調整するのはすごく難
しい、と言われているんですが、実際にそうい
うことが起き始めたのはブラジル大会からで
した。
　そして、代表チームの活動は年間5回。この
５回、それぞれ9日間だけ活動ができます。こ
れはFIFAマッチデーと呼ばれていて、この間
は代表選手に指名されたら、クラブの選手も
必ず代表に参加しなければいけないという約
束になっています。実際は9日間で5回しかな
いので、一番活動して45日。そのほかにワー
ルドカップと大陸大会のような長い大会があ
るので、だいたい45日から長いと90日ぐらい
年間代表チームで活動するということになり
ます。1年間でやる試合はだいたい10試合か
ら70試合ぐらい。Jリーグのクラブで1年間に
だいたい何試合やるかというと、60試合とか
70試合やっていますので、それに比べると代
表チームの1年間の試合が非常に少ないとい
うのがわかると思います。こういう短期間の活
動を繰り返してやっているのが代表チームの
非常に大きな特徴です。2014年～18年の活
動を挙げてみました。先ほど紹介したように、
1年に5回の活動がありますが、最後の一番大
事なワールドカップというのは4年に１回6月
に行われています。つまり、ちょうど同じ時期
に、日本代表は３回の準備ができるということ
になります。ヨーロッパのシーズンは5月に終
わって、この6月の代表戦というのは、ちょう
ど海外組にとって休みの間に6月の試合をや
るということになっています。ワールドカップ
の時も5月でシーズンが終わって、休んでワー
ルドカップに出場するというスケジュールに
なっています。ですから、この6月にどうやっ
て本番のワールドカップで選手をコントロー
ルするか、トレーニングさせるか、負荷をかけ
るかというのを、３回シミュレーションできる
ということになります。1年間の5回の活動の
中でも、この6月の活動がワールドカップに向
けて非常に重要になるということです。先ほど
言ったように、ここは非常に長い大会になるの
で、この6月は拘束期間は10日間、9日間です。
でも海外組はこの間休みなので、この10日間
の前に1週間ぐらい代表チームで練習して、こ
の活動に参加することになります。ここでも同
じことが繰り返されるので、このオフ明けの1
週間2週間、海外組をどうコントロールするの
かが非常に難しいところになります。この長い
大会は、こうしてみると、1月のアジア大会（ア
ジアカップ）しかないです。長い大会のシミュ
ーレーションというのは、実は3年前にしかで
きない。次のワールドカップが22年にありま
すが、長期間選手を拘束するシミューレーショ
ンというのは、実は来年の1月のアジアカップ
でしかできない。そこを見越して準備をすると
いうのは、ワールドカップの経験がものを言う
んじゃないかと感じます。
　スライドは、トラッキングデータと言って、
試合中に選手が走っているデータをまとめた
ものです（スライド２）。これは、ワールドカップ
のグループステージ3試合の平均を表してい
ます。日本は32チーム中2番目に走ったという
結果が出ています。次にブラジル大会の結果
です。ブラジル大会は非常に暑い中で試合を
して暑さでやられたのではないかと言われて
いました。スカイブルーが日本、青がベスト4
入りしたチーム、黄色がベスト8入りしたチースライド1
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ムです。赤は前回大会優勝のスペインです。上
に行けば行くほど数字が少なくなっています
ので、イタリアが一番暑い場所で試合をしたと
いうことになります。日本はかなり暑い中で試
合をしたグループに入っています。ただ、日本
より暑いところで試合をしてもベスト4に入っ
たり、ベスト8に入ったりしているチームがあ
るという、このような見方になります。その横
にあるグラフがチーム全体でどれくらい走っ
たかを示しています。高強度運動と言われる時
速15キロ以上の走行距離がどれくらいあった
か。その15キロ以上のパーセンテージがどれ
くらいあったか。そしてスプリントの数が示さ
れています。日本は走行距離では32チーム中
18位。高強度のパーセンテージでは7位。そ
してスプリントの数では5番目にランクされて
います。これをみると、大会の結果は良くあり
ませんでしたが、コンディション的にはそこそ
こ走れているということがわかると思います。
同じように今回のロシア大会を気温を省いて、
合計の走行距離と15キロ以上のパーセンテー
ジ、そしてスプリントの数というように分けて
みると、日本は全体の18位になっています。こ
れが日本です。ブラジル大会よりもベスト8と
かベスト4に行ったチームはどちらかというと
割と下に固まっているのが分かると思います
が、こうして大会毎に並べると、その大会のト
ラッキングからみた特徴なども分かると思い
ます。ブラジル大会のほうが運動量が多かっ
たチームが上位にいて、ロシア大会のほうが
割とブルーのチームが中段から下段にいると
いうことが分かると思います。どれくらい走っ
たとか、どれくらいスプリントしたとかが、非常
にメディアで話題になっていますが、こういう
のを見ると勝敗や大会の結果にはあまり合致
していないということがわかると思います。
　続いて、これはFIFAが新しい評価として出
しているパッキングという考え方の表です（ス
ライド３）。ディフェンスから攻撃側にパスが
出て、敵を何人置き去りにしたかが点数化さ
れています。こちらの表はこういう考えを元
に、これは敵のフォワ ドーの数も入っています
が、最終ライン6人を突破した点数、それをイ
ンペクトという名前で呼んでおり、そのランキ
ングを挙げたものです。
　注目していただきたいのは上位9チーム中
8チームがベスト8に残っているチームである
こと。これは、運動ではなくサッカーを評価し
たものになります。繰り返しになりますが、ト
ラッキングで走っている量を評価しても、勝敗
には結びつかないというのが分かると思いま
す。ただ選手のコンディションを見ていくとい
う意味では、トラッキングデータは有用だと思
いますが、サッカーの勝敗と結び付けるのは
難しいところです。これまで出していたサッカ
ーのスタッツは、ボールポゼッション率がどう
だったか、シュ トーが何本あったか、ペナルテ
ィエリアの侵入回数がどうだったか、クロスが
何本あったか、そういうことがテクニカルのス
タッツとなっていましたが、そういうもので勝
敗を評価するのも非常に難しい。これが唯一
今、勝敗にかなり直結しているスタッツではな
いかと言われています。日本はこの中で20位
でした。32チーム中20位なので、決して高い
方ではない。ベスト16にこれで残ったという
のは、この上のランクに上位チームが固まって
| |
FIFA World Cup Russia 2018 GS
>15km/h_Tdis  >15km/h_ Sprint
 18  12   16  
スライド２
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いることを考えると、日本は運もあったと思い
ますが、このスタッツ以外のところに良いとこ
ろがあったのではないかと考えられます。
　興味深いのは、この9チームの中で唯一ベス
ト8に入れなかったチームのイランが上位に
入っていることです。アジアの中で一番いま
FIFAランキングが高いチームです。なぜイラ
ンがすごく高い位置にいるのか考えてみまし
た。ヨーロッパ組の選手が、イラン代表は日本
より多いのではと思って調べましたが、イラン
代表にいるヨーロッパ選手は23人中12名で
した。日本は15名ですので、ヨーロッパのサッ
カーに慣れているから、イランがこういう位置
にいるのではないということがわかりました。
イランの監督はカルロス・ケイロスさんという
ポルトガルの方ですが、ヨーロッパに非常に精
通しています。そういうヨーロッパに敏感な方
が監督をやられている影響もこういうところ
に反映されているのかなと感じています。何
が言いたいかというと、日本は日本人の監督に
しましたが、まだまだ先進国であるヨーロッパ
から学ぶべきことも多いと思います。その両方
で、日本をまとめるという点では日本人、先進
国の最先端のサッカーを学ぶという意味では
ヨーロッパとの関係を引き続き大事にしてい
かなければいけないと考えています。今後の分
析については、勝敗に直結するデータに焦点
を当てていく。先ほどのインペクトとかパッキ
ングレートのように、ウィニンングファクター
というのをしっかり決めて、そしてそれを評価
するスタッツを定めて、それに基づいたトレー
ニングを作っていくというのが大事になると
思います。一方、こういうものと日本らしさは
また別に考えなければいけないと思っていて、
ジャパンファクター、ジャパンスタッツと言え
るような、勝敗に直結するものと、日本らしさ
に直結するものというのは分けて考えなけれ
ばいけないと思います。
　最後にカタール大会に向けた取り組みを紹
介したいと思います。私の立場からなのでテク
ニカル的な内容は少ないのですが、ワールドカ
ップのシミュレーションができるのは、1年に
1回、６月の時期です。カタール大会は11月、
12月に行われるということになっていますの
で、同じく今度は11月の活動の時に、シミュレ
ーションができるということになるので、4年
先を見据えた準備を今からやっておかなけれ
ばいけません。それから、コンディションにバ
ラつきが非常に多く、50名ぐらいのコンディ
ションチェックを今までは一人で全部作って
いたのですが、そういうものが自動化されてい
かないと、選手に向き合う時間が非常に少なく
なる。代表チームは、準備する時間が長いので
こういうことが可能ですが、こういうことは自
動化されていったほうがいいと思います。それ
から、常に進化するスポーツ医科学の情報を
取り入れて、リカバリー選択を立てなければい
けない。コンディションとトレーニング負荷の
可視化、これは監督や選手に説明する時に非
常に役に立つので、今後さらにGPSなどを用
い、コンディション・疲労をどのように可視化
していくのかというのを考えなければならなく
なると思います。日本は協会の規模としては世
| |
DF
IMPECT
Packing Rate IMPECT
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界でも非常に大きなものとなっていますので、
そういう資金をしっかり使って、今まで取り組
んでいないところに手を出さないといけない
と思っています。他の競技ではこういうところ
も積極的に取り入れていますし、サッカーより
進んでいる競技がまだまだたくさんあると思
いますから、そういうところはしっかり情報収
拾してチームの強化に取り入れていく必要が
あると思います。
　非常に簡単ですが、監督のイメージとコン
ディション面での分析、分析の今後と、カター
ル大会へ向けてというお話をさせていただき
ました。ありがとうございました。
飯田　早川さん、貴重な情報提供をありがと
うございました。学生の皆さんに今見ていただ
いたように、見える化する、今まであるものを
ブラッシュアップする、今まであるものを信じ
てそれを使うだけでなく変えていくという作
業を20年間されてきたわけですが、一つ私の
方から早川さ んにお聞きします。非常に強烈な
カリスマ性を持った多くの監督と、自分こそが
レギュラー枠に入るんだと戦っている選手た
ちの競争する場所を20年間見てきて、コンデ
ィションだけではなくチームを作り上げていく
という時に、早川さん自身はどのようなことに
気を使ってきたのかお聞かせください。
早川　23人の選手はそれぞれ力があって、自
分のクラブでは100％レギュラーという選手
が集まってきます。代表チームに来ると、そ
の中で試合に出られるのは11人、普段自分が
100％試合に出ている選手が、代表に来ると
試合に出られなくなる。大会では、チームが一
つにならなければ勝てないというのは皆がわ
かっている。そういう中で、その選手たちが自
分の感情をどのようにコントロールしていく
のかが非常に大事だと思います。トレーニング
させることは手助けできますが、トレーニング
をサポ トーする、少しトレーニングをさせてあ
げることによって感情のコントロールを選手
がうまくして、大会に向かっていけているのか
というのはまだまだよくわかりません。今後は
メンタルの専門家ともそういうところをやっ
ていければと思います。また、やっていかなけ
ればいけないと感じています。
飯田　どうもありがとうございました。皆さ
ん、もう一度大きな拍手をお願いします。
それでは、この後、特別ゲストの北澤さんをお
迎えして、早川さんと対談をしていただきま
す。この後の対談は、元NHKの名司会者であ
りました山本さんをお迎えして場を盛り上げ
ていただきたいと思います。山本さんは現在、
法政大学で教授をされており、今回、専修大学
のためにわざわざ来てくださいました。山本さ
んは25年前にJリーグの開幕戦を始め、多く
の代表戦をアナウンサーとして声を届けてい
ます。その山本さんに今からマイクを渡しま
す。顔は覚えていないけれど、この声を聞いた
ことがあると思う方もいるかもしれません。山
本さん、よろしくお願いいたします。
山本　今大学で教えていて、僕のことを知っ
ている学生はほとんどいません。「マラドーナ
……マラドーナ……マラドーナ！来た！マラド
ーナ！」という映像が出ると、「あ、この人なん
だ」と。その時代に、活躍をされていた北澤豪
さんをご紹介したいと思います。北澤さんは
1968年東京都のお生まれで、町田がベースで
したが、私も今町田に住んでいます。
山本　北澤さんは読売クラブですね、読売ヴ
ェルディ。代表でも59試合、さらにJリーグで
は265試合出場されていますね。
北澤　そうですね。僕より知っていますね。
山本　北澤さんのことは皆様もよくご存知で
しょう。日本テレビで非常にエネルギッシュな
解説をされています。昔はNHKで解説をして
くださって。
北澤　よく知っていますね、本当に短い期間
でしたが。よろしくお願いします。
山本　北澤さん、早川さんもどうぞお座りくだ
さい。
　早川さんの仕事は実はフィジカルコーチで
した。その昔はトレーナー、あるいは理学療法
士と一緒になって、その選手のコンディショニ
ングのことを考える役割だったのですが。お二
人揃ったところで、では、ついこの間の記憶で
す。あの夏のロシアの大会の映像を皆さんと
一緒に見て行きましょう。
＜ロシア大会の映像＞
　北澤さん、第１戦の時はどこにいらしたんで
すか？
北澤　僕は日本で見ました。
山本　この日本代表の試合への入り方、どう
見ましたか？
北澤　入り方は、それまでの3戦含めていい準
備をして行ったと思います。香川があそこで縦
パスを入れるという風にプレーが変化してい
るのがちょっと驚きました。
山本　＜フリーキックでゴールを決められた
シーン＞これは日本代表の作った壁がジャン
プした足元を抜かれたんですね。
早川　そうですね。ジャンプはしないという
作戦だったんですが、ジャンプしてしまいまし
た。
山本　しない作戦だったんですか？
早川　はい。下を狙うとわかっていたので。
山本　わかっていた、それなのにジャンプして
しまった。
第2戦のセネガル戦は、一転してセネガルの攻
勢に結構押されるんですが。これもご覧になり
ましたか？
司会：山本浩氏
北澤豪氏
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北澤　そうですね、第2戦は1戦目の勝ち方に
よってモチベーションが全然変わってくるん
で、いい状況だったんで良かったと思います。
長友のトラップが戦略だったのかよくわかり
ませんが。
山本　昔ならば、こうやって突き放されるとな
かなか追いつけなかった。
北澤　そうですね、逆に言うと経験者が多か
ったのが、へこたれない理由にはなったのかと
思います。途中交代される選手が、本来なら先
発メンバーであるような選手がちゃんとその
辺のコントロールをチームとしても個人とし
てもやっていたことが大きかったと思います。
山本　ここは早川さん、試合と試合の間は中2
日でしたっけ？
早川　3日です。
山本　非常にきついですよね。
早川　そうですね。中3日は非常に苦労しまし
た。
山本　北澤さん、第3戦ではメンバーががらり
と変わりましたね。どう見ていました？
北澤　次への準備というものがあるでしょう
し、それは前からのプランニングで来ているも
のだと思いますので、予定通りだったと思いま
す。ただやられ方がややイレギュラーだったか
もしれません。
山本　この話にはまたあとで戻ってみたいと
思います。
＜ベルギー戦の映像＞
ベルギーに対して、日本が先取点。おそらくヨ
ーロッパのサッカーファンはびっくりしたでし
ょう。
北澤　ヨーロッパ地域はびっくりしたでしょ
うね。アジアも驚きかもしれませんが、ちょっ
と違う驚きだったかもしれません。
山本　しかもこれ、間髪を容れずといった状況
の追加点です。
北澤　少しパワープレーには弱いですね。
山本　それが後半になってベルギーの反撃。
ベルギーは1点返した後に、同点弾。そして最
後の本当にアディショナルタイム。これで終わ
りっていうところでしょう？
早川　これはこのプレーが終わってすぐ試合
が終わるというところです。
山本　しかし、ベルギーはよくこのスピ ドーが
ありましたね。
早川　すごいですね。最後に取ってあります
ね。
山本　私はこの瞬間、ドーハの悲劇の時のシ
ョックに近いものを感じたんですが。
北澤　25年ぶりの感覚ですね。時代は繰り返
すと言われますが。あの時の反省をもとに、時
間のマネジメントをどうするかをやってきたと
思いますが、記憶が薄れてきたというのもある
かもしれません。それをどう継承していくかは
日本の財産として引き継ぐべきだと感じまし
た。ポーランド戦であれだけの…。
早川　そうなんです、ポーランド戦はいろいろ
な批判がありましたが、逆にそういうものを経
験として、上に行くためのやり方を日本は選ん
だということです。チームの中には全く違和感
はありませんでした。上に行くために選んだ戦
術です。西野監督は翌日、スタッフ選手全員集
めて「申し訳ない。アグレッシブに行けと言っ
ていた自分がアグレッシブじゃない戦略をと
ったことに対して、選手やスタッフに納得の行
っていない奴がいるだろう？」と謝罪されたの
ですが、全くそれはなく、長谷部や長友といっ
た選手たちも「何言ってるんですか」という感
じでした。
北澤　突破したからね。突破していなかった
ら、また違った反応になると思う。スポーツの
世界は辻褄が合わないことがたくさんありま
すから。それも理解していかないと。
山本　北澤さん、ポーランド戦の残りの10分
というのは、選手の心境としてはどうなんです
か？
北澤　行きたいでしょう。
山本　行きたいが、それを行くなと言われる。
そうすると…。
北澤　どれだけ小さい頃から、ああいう状況
に迫られたら行くということをやってきたわけ
で、日本も韓国も一緒じゃないかと思います
が、絶対に行っているはずなんです。もう少し
計算をすれば、冷静に考えた時には、その判断
もあるなというのが現場だと思います。
山本　チームとしては監督の意向を、行きたい
選手の気持ちをしっかり掴めるような…。
北澤　そのやり方として、届かないところがあ
るので、長谷部を入れるとか、選手交代は３人
あるので、昔でいうと２人ですが、それを一つ、
捨てるという言い方はおかしいですが、伝言す
る役割の人を入れていくという形でいいので
はないかと思います。
山本　長谷部の投入はあそこで大きかったで
すか？
北澤　キャプテンの長谷部が入って行ったこ
とによる影響力は大きかったと思います。長年
彼が中心メンバーでやってきたことが、あのよ
うな効果を生み出したと思います。結果論です
が。あれでダメだったら長谷部はどうなってい
たのかと思いますが。
早川　裏の試合があるので。コロンビアとセ
ネガルの試合がどう動くかで、日本の試合をど
うするのかが決まるというシチュエーション
でした。西野さんが長谷部を送り込んだ時は、
このままだったらいける、こっちが０ー１、向こ
うが１－０だったらいける。長谷部は落ち着い
てファウルをしないで、このまま行けるという
感じだったと思うんですが、裏でどちらかが点
を取ったという情報が入れば、急遽行けという
ことになったと思うんで、難しい判断だったと
思います。
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北澤　会場の女性の方、大丈夫ですか、ついて
きていますか？ゲーム感覚なところがあるか
もしれませんね。ゲームの時にはいろいろ考え
ますよね。
山本　最初の方から振り返りますと、1次リー
グで勝ち点3を最初に取り、第2戦で勝ち点1
を手にして勝ち点4になった。そこで勝ち点を
もう一つ積めば、間違いなく行けるのだが、勝
ち点を4で争っている対抗チームセネガルが
裏でコロンビアと試合をしていました。同時に
スタ トーして、終わる時間もおそらくほぼ同時
でした。そのセネガルの試合の経過を気にし
ながら、日本がポーランドに失点して負けかね
ないのに、0－1のまま終わってしまえば、レギ
ュレーションの規定で大丈夫かもしれないと
いう読みがあった。セネガル戦の試合を誰か
見に行って携帯で連絡するという態勢だった
んですか？
早川　見に行っていませんでした。今回、裏の
試合も映像で全て見られるようになっていま
したので、それを上でスタッフが見ていて、西
野さんに逐次連絡が入っていました。西野さ
んの感覚と、上から言っているスタッフの感覚
がややずれていて、スタッフは逐一入れている
つもりでも、後から聞いたら西野さんは報告の
時間がすごく長く感じたようで、まだ来ないの
か、と思っていたらしいです。上のスタッフに
聞いたら「しょっちゅう連絡して、まだ変わって
いない、まだ変わっていないと報告していたん
だけどね」と言われました。
山本　これはレギュレーションには、同じ勝ち
点、同じ得失点差、同じ得点だった場合は、フェ
アプレーポイントという次のクライテリアで
優劣を決めるという約束事があったんですね。
早川　はい。
山本　これで決まるんでしょう？　つまり…。
北澤　イエローカ ドーですね。
山本　イエローカードの数が少なかったとい
うことです。
北澤　それが導入されて良かったんじゃない
ですか。今までどのカテゴリーにおいても、日
本はフェアプレー賞をもらっていて、イエロー
カ ドーが少なくプレーができています。これま
でそれがあまり反映されていなかった。
山本　日本はフェアプレーするんだけど負け
るんだよな、という評価だった。
北澤　1年間、イエローカードもらわなかった
と表彰されても、最下位だったら、もっと頑張
れよって話になるし、それは何とも言えないと
ころですが、しかしこのクリーンさを何年も積
み重ねることによって今回に繋がったという
こともあるので、何年も頑張らないと成果が出
ないということだと思います。
山本　ザッケローニ監督の時代のコンディシ
ョニングは、ヨーロッパでプレーしている選手
たちが西が丘にきて、事前の自主トレをやって
鹿児島に行って合宿をする。かなり濃いトレー
ニングをして、当時のキャプテンだった長谷部
もこんなにきついことやったことないと言っ
ていました。いい感じで行ったと思ったんです
が、第1戦の途中からガソリンが切れたみたい
な感じになりました。
早川　データでは、走ってはいるんです。西が
丘のトレーニングも鹿児島のトレーニングも
相当ハ ドーにやりました。そこが問題になるの
は、ハ ドーにやっている選手が1シーズン終わ
って、それできているという。そこで休みを入
れずにハードにやるというのが問題なんじゃ
ないか。2006年のジーコさんの時にも、ヨー
ロッパに行く前にJヴィレッジでものすごくハ
ードなトレーニングをしましたが、結局そうい
う時に、グループステージを突破できていない
という経験があったので、ハリルホジッチさん
には、かなりそのことを言いました。
北澤　監督は話を聞いてくれるんですか？
早川　いや、話は聞いてくれます。
北澤　聞くんだ。聞きそうにないのにね。
山本　話は戻りますが、西野さんのイメージを
北澤さんはどのように捉えていますか？
北澤　ひらめき？
山本　ひらめきの人。
北澤　やはり采配がそうですよね。驚くような
メンバー交代とか、人数をどっちにプラスする
かという時に、守るだろうと思ったら前をプラ
スしてそれが上手くいくケースが多かったり、
ちょっと見えないですよね。
山本　それはアトランタオリンピックの代表
監督の時の印象か、それとも柏レイソルあるい
はガンバ大阪時代の？
北澤　長く見ればそうですが。アトランタもそ
うですし。上手く行っていても変えたりする。
山本　どちらかというと、先輩後輩に厳しい指
導者ですよね。
早川　そうなんですかね。短い期間だったの
で、あまりそういう厳しさを出されていなかっ
たような気がします。
山本　今回、スタッフや選手の話を非常に良
く聞かれたということですが、そこに西野さん
のある種のチームをコントロールする上での
ヒントがたくさん出てきたんじゃないでしょう
か。
早川　非常に良く話を聞いてくれました。むし
ろ話をさせたという感じです。西野さんが質問
をして聞くのではなく、選手やスタッフが喋れ
るような雰囲気を作っていた。西野さんは何も
言わないので、こっちが喋るしかないという感
じもしますし。ちょっと難しいですが。でも喋
ったらいろいろ聞いてくれます。
山本　トータルでは練習量を減らす方向に行
ったんですか？
早川　西野さんは完全に減らしました。特に
最初、集まって１週間は、休ませる時だという
コンセプトは僕たちに近いものがあって、僕た
ちが説得する必要は全くありませんでした。
山本　北澤さん、代表選手として召集されて、
練習を少なくするというのは、選手はどう受け
止めるのでしょう？
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北澤　シーズンのバラつきがあるので、フル
で戦ってきてシーズン終了で肉体もかなり疲
弊している中、メンタルもどうしても疲れてき
てしまうんでね。同じ自分じゃないぐらいに、
持続力がなくなっているんですね。そこはク
ールダウンしないと、特に６月は難しいですよ
ね。日本はシーズン中ですし、ヨーロッパは集
合しているし。これは今後、コンディショニン
グをこれから目指す人にとって、バラつきとい
うのをどう調整するのかという。同じ戦術を11
人でやろうと思っても、半分半分でコンディシ
ョニングにバラつきがあったら、全く成果が出
ませんから。
山本　一方で、スタメンで出られるか出られな
いかという選手は、練習の場で自分の良いとこ
ろを見せたいと思いませんか？
北澤　出られない選手もいましたからね。香川
も問題を抱えていました。西野さんは怪我が
あったから調子が上がらないというのをわか
っていましたから。そんなに選手たちも慌てて
いなかったでしょう。香川も3戦目のパラグア
イ戦でチャンスを獲得して、コロンビア戦に先
発できたということですから、平等に見ていた
と思います。時間が短い中、3試合しかないの
に、全員使うのが西野さんのすごいところだと
思います。全員使った上で、コロンビア戦に11
人決まって、外されたとしてもチャンスを貰っ
ているから選手は仕方ないと思える。使ってく
れない監督は選手としては大嫌いです。そうい
のはあると思います、それぞれに。それは仕方
がなくて、あの状況であれば西野さんは全員を
内側に向かす必要があったので、その仕事を
したのは素晴らしいことだと思います。あと技
術委員長だった責任を果たしたのかなと思い
ます。
早川　西野さんは最初から23人を集めたかっ
た。ハリルホジッチさんはものすごく競争意
識を植え付ける監督だったので、ワールドカッ
プに向けて集合した瞬間にまだ競争が残って
いるのは、選手のメンタリティにとって良くな
い。しかし、散々競争してきたので、23人でス
タ トーすることが、西野さんの最初の希望でし
た。ところが、コンディションの面で、海外組
の中で怪我がいたり、試合に出られていない
などバラつきがあり、23人に絞り切れなくて、
27人を選んでガーナ戦が終わった後に23人
に絞るというふうになりました。でも北澤さん
言われたように、27人集めた時に3試合しか
なく、しかし準備をして全員を使うということ
を一番最初に決めていました。
山本　北澤さんが代表の頃には、フィジカル
コーチとトレーナーがさらにいて、理学療法士
がいて、栄養士がいたという時代でしたか？
北澤　そういう時代になりかけていた時です。
それは選手たちが要求しました。必要だろうと
いうことで。
山本　プロ化に先んじて選手たちの方が状況
改善のために動いて、それが言ってみれば今
に繋がっているんですね。
北澤　そうですね。海外を経験したプレーヤ
ーたちは、そういう専門コーチがいたというこ
とで、もちろんフィジカルもアジリティの効果
は生み出していましたが、それがデータとして
フィードバックされるかというと、そういうこ
とは全くなかった。感覚的なものしかなかった
です。
早川　テストは散々やったけど、私のところに
は戻ってこないとみんな言っていました。
北澤　相当走りましたよ。
山本　言ってみれば材料みたいな感じです
ね。今の時代になると、チームワークになり、
しかも5大会の経験を乗せてきて戦ったわけ
ですから、日本のベスト16には早川さんをはじ
めとするスタッフの力も相当あると思います。
北澤　今、特にどの競技においてもそうです
が、アスリ トー能力が高くないと勝ち切れない
というところがあるので、アスリ トー能力をど
うやって高めていくかというところで、当然科
学的なトレーニングをしなければならない。そ
れを自分も理解しなければならない。そこをト
レーナーに任せるだけではなく、本人も勉強し
て知識を身につけなければ追いついていかな
いという時代になってきていると思います。
山本　それでは会場の皆さんから、わずかで
すが質問を受けたいと思います。質問のある
方は挙手してください。こういうところで質問
すると飯田先生が単位を間違いなくくれると
いう。誰か質問ありませんか？
北澤　１番目重要ですよね。
山本　質問ある方は？　サッカー部のキャプ
テンいませんか？当然疑問があると思うので。
参加者１　専修大学のサッカー部に所属して
います。僕たちはオフの次の日に、ペース走と
いうトレーニングをします。グランド1周を1分
30秒で45分間走るんですが、2日目にはそれ
にハードルを３つ付けて、1周1分半のペース
走を21分走ります。こういったトレーニング
は今の時代、効果的なのかお聞きしたいです。
早川　今、私の目を見てそれを聞いたよね。プ
レシーズン、インシーズンですか？
参加者１ インシーズンです。
早川　リーグ戦中に？
参加者１ はい、そうです。
早川　結構走りますね。科学的か科学的じゃ
ないかというのは、まず自分のコーチに聞いて
みないといけないね。私も代表選手に何のた
めにやるんだと言われて、それを噛み砕いて説
明して。やはりやらされているのと理解してや
るのでは、全くトレーニング効果が違うと思う
ので、まずコーチに聞きましょう。僕の試合の
翌日のやり方は少し違いますが。
北澤　いろんな方がいるから。年齢的には、大
きく成長できる時だから、少し負荷をかけると
いうのも必要かもしれない。自分が分かってい
ないと効果を逃してしまうと思う。
早川　走るのは全然悪くないと思うが、45分
が何なのかとは思います。
参加者１　メンタルトレーニングのためだと
思います。
早川　それなら目的がはっきりしているから、
大丈夫。体力を向上させるとかリカバリーが目
的ではなくて、一番大きな目的はメンタルを鍛
えるということなんだね。
山本　あれだけ走っていた北澤さんがこう言
うんだから。
北澤　相当走っていたけどね。秒数決められ
ているからなんとも言えないけど、僕の場合
少し強弱つけたりとか、工夫してやっていまし
た。45分間走の中でも抑揚をつけながらコン
トロールして走っていた。
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早川　サッカーの目的なら、ペース走よりイン
ターバル走のほうが合理的だと思います。で
もメンタルだからね。
北澤　勇気を持って質問したね。
山本　どうもありがとうございました。
参加者１　どうもありがとうございました。
山本　短い時間でしたが、早川直樹さんと北
澤豪さんにお話を伺いました。どうもありがと
うございました。
早川　北澤　ありがとうございました。
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